
　
「
２
０
５
０　

近
未
来
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
日
本
復
活
」（
ク
ラ
イ

ド
・
プ
レ
ス
ト
ウ
ィ
ッ
ツ
著　

東

洋
経
済
新
報
社
）
と
い
う
本
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
大
国
と
し
て
台
頭
し
た

２
０
５
０
年
の
日
本
の
お
話
だ
。

　
「
訪
ね
た
企
業
で
は
、
こ
こ
は
北

欧
か
と
見
紛
う
ば
か
り
、
女
性
が
取

締
役
会
の
過
半
を
占
め
て
い
る
。
日

本
は
、
世
界
で
も
有
数
の
女
性
が
活

躍
す
る
社
会
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の

だ
。

　

も
っ
と
も
大
き
な
変
化
は
、
人
口

動
態
だ
。
人
口
減
少
は
２
０
２
５
年

に
上
昇
に
転
じ
～
中
略
～
日
本
経
済

は
、
年
率
４
・
５
％
で
力
強
い
拡
大

を
続
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
っ
た

い
、
２
０
１
６
年
と
２
０
５
０
年
の

間
で
日
本
に
何
が
起
き
た
の
か
。
こ

れ
こ
そ
が
、
本
書
の
主
題
だ
。

　

２
０
１
７
年
、
危
機
が
勃
発
す

る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
失
敗
、
膨
大

な
公
債
残
高
の
償
還
可
能
性
に
不
安

を
抱
い
た
投
資
家
が
円
建
て
資
産
を

売
却
、
資
本
逃
避
が
始
ま
る
。
窮
し

た
日
本
は
、Ｉ
Ｍ
Ｆ
管
理
下
に
入
る
。

衝
撃
的
な
の
は
、
サ
ム
ス
ン
に
よ
る

ソ
ニ
ー
の
吸
収
合
併
だ
。
～
中
略
～

国
家
の
存
立
危
機
を
前
に
、
国
会
は

『
特
命
日
本
再
生
委
員
会
』
の
創
設

を
決
め
る
。（
女
性
の
就
業
率
向
上

や
計
画
的
な
移
民
の
導
入
、
再
エ
ネ

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
独
立
、
連
邦
制

導
入
に
よ
る
徹
底
し
た
分
権
な
ど
、

同
委
員
会
の
提
言
を
実
行
に
移
す
こ

と
に
よ
り
）
日
本
は
明
治
、
終
戦
後

に
続
く
３
度
目
の
経
済
的
奇
跡
を
自

ら
実
現
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
」（
朝

日
新
聞8/28　

書
評
／
諸
富
徹
・

京
都
大
学
教
授
）

　

著
者
は
１
９
８
０
年
代
の
日
米
貿

易
交
渉
に
も
あ
た
っ
た
日
本
通
。
日

本
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
本
質
を

突
く
よ
う
な
指
摘
も
、
多
々
あ
る
。

あ
の
敗
戦
に
よ
っ
て
も
な
お
生
き
延

び
た
「
１
９
４
１
年
体
制
」（
野
口

悠
紀
雄
）
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
シ
ョ
ッ
ク
程

度
で
改
革
で
き
る
の
か
と
か
、「
特

命
委
員
会
」
の
提
言
を
「
誰
が
」「
ど

う
や
っ
て
」
実
現
す
る
の
か
な
ど
、

突
っ
込
み
ど
こ
ろ
も
あ
る
が
、
む
し

ろ
そ
れ
ら
は
わ
れ
わ
れ
の
「
宿
題
」

と
言
う
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
本
に
描
か
れ
る
２
０
５
０
年

の
日
本
社
会
の
姿
は
、「
一
億
総
活

躍
社
会
」
や
「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」、「
働
き
方
改
革
」
な
ど
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
が
掲
げ
る
目
標
と
も
、
か
な

り
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
興
味
深

い
の
は
、
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
→
実
質
的

デ
フ
ォ
ル
ト
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
点

だ
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
は
何
か
。
そ
れ

は
一
言
で
言
え
ば
、
破
局
に
向
か
う

「
時
間
か
せ
ぎ
」
の
政
治
だ
。

　
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
三
本
の
矢
を

矢
継
ぎ
早
に
放
つ
も
の
の
、
そ
れ
は

リ
ボ
ル
バ
ー
拳
銃
の
よ
う
に
回
転
し

続
け
る
も
の
で
あ
る
限
り
終
わ
り
は

み
え
ず
、
だ
か
ら
検
証
に
晒
さ
れ
る

こ
と
も
な
い
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
成

功
し
な
い
の
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が

不
足
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
『
リ

ボ
ル
ビ
ン
グ
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
』
の

論
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
～

中
略
～
『
道
半
ば
』
で
あ
る
限
り
、

と
り
わ
け
景
気
上
向
き
の
実
感
が
薄

い
と
さ
れ
る
地
方
に
『
い
つ
か
は
』

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
波
及
が
及
ぶ
は

ず
、
と
い
う
期
待
の
操
作
が
で
き
る

か
ら
だ
。
そ
し
て
、そ
の
期
待
値
は
、

政
権
持
続
と
政
策
支
持
と
な
っ
て
現

れ
る
。三
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
、

実
質
賃
金
の
低
下
、
消
費
水
準
指
数

の
落
ち
込
み
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の

実
感
が
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
れ
ら
は
期

待
値
へ
と
転
換
さ
れ
る
」（
吉
田
徹　

世
界
９
月
号
）

　
「
そ
う
考
え
た
と
き
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
を
批
判
す
る
野
党
が
、
景
気
回

復
へ
の
国
民
の
『
実
感
の
な
さ
』
を

持
ち
出
し
て
も
、
そ
の
『
実
感
』
が

待
た
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
以
上
、

説
得
力
を
欠
く
の
は
当
然
で
あ
る
」

（
同
前
）

　

こ
う
し
た
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
・
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
「
弱
点
」
は
、
財
政
の

持
続
可
能
性
だ
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

「
三
本
の
矢
」
は
、
金
融
政
策
、
財

政
政
策
、
構
造
改
革
と
い
う
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
経
済
政
策
を
言
い
換
え

た
に
す
ぎ
な
い
。
特
徴
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
金
融
政
策
を
「
ふ
か
す
」
こ

と
に
特
化
し
た
点
だ
ろ
う
。

　
「
１
９
９
０
年
代
初
頭
、
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
日
本
で
は
、
財
政
出
動
と

減
税
で
景
気
を
刺
激
し
さ
え
す
れ
ば

不
況
を
脱
出
で
き
る
、と
皆
が
信
じ
、

巨
額
の
財
政
政
策
を
毎
年
繰
り
返
し

た
。
90
年
代
も
今
と
ま
っ
た
く
同
じ

議
論
を
し
て
い
た
の
だ
。
違
い
と
い

え
ば
、
当
時
は
国
の
借
金
は
少
な

く
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
」（
小
林
慶
一
郎　

日

「
こ
の
ま
ま
で
も
明
日
は
来
る
け
れ
ど
、
そ
の
先
に
未

来
は
な
い
」と
い
う〝
未
来
の
記
憶
〟を
持
つ
生
活
者
を
、

自
ら
未
来
を
変
え
う
る
主
権
者
へ
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２
―
４
面　

真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー　

感
想

５
―
７
面　

戸
田
代
表
を
囲
む
会

「
立
憲
民
主
主
義
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ

プ
の
転
換
と
、
主
権
者
運
動
の
前
史
か

ら
本
史
へ
の
移
行
期
の
『
と
ば
口
を
開

け
る
』
と
は
」

８
―
９
面　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
　
　
「
多
文
化
共
生
社
会
に
む
け
て
」

　
　
　
　

ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
イ
シ
・
武
蔵
大
学
教
授

今号の紙面

（1） 1989 年 7 月 7 日第三種郵便物認可　 日　本　再　生 第４４８号（毎月 1回 1日発行） 2 0 1 6 年 9 月 1 日

「
何
と
か
避
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
対
策
を
講
じ
る
、
と
発
想
し

が
ち
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
世
代
は
「
こ
の

ま
ま
で
も
明
日
は
来
る
け
れ
ど
、
そ

の
先
に
あ
る
の
は
超
高
齢
化
社
会

だ
、
リ
ス
ト
ラ
だ
、
社
会
保
障
の
破

綻
だ
…
明
日
は
来
る
け
れ
ど
そ
の
先

に
未
来
は
な
い
」
と
い
う
感
覚
で

し
ょ
う
。

　
「
未
来
は
明
る
い
」
と
思
っ
て
い

な
い
。
そ
こ
に
「
希
望
」
が
あ
る
ん

で
す
。
破
局
の
先
に
生
き
続
け
る
何

か
を
、
ど
う
準
備
す
る
の
か
。
年
寄

り
は
「
逃
げ
切
り
」
を
考
え
ま
す
が
、

「
逃
げ
切
り
」
が
で
き
な
い
世
代
は
、

「
そ
の
先
を
ど
う
生
き
る
か
」
を
考

え
る
ん
で
す
。
そ
の
破
局
の
時
に
立

ち
上
が
る
、
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
だ
と

10
面
へ
続
く

経6/20

「
経
済
教
室
」）

　

90
年
代
の
財
政
出
動
は
、
企
業
の

過
剰
債
務
を
国
家
が
肩
代
わ
り
す
る

「
徳
政
令
」
に
も
似
た
不
良
債
権
処

理
に
費
や
さ
れ
、
景
気
は
回
復
せ
ず

国
の
借
金
だ
け
が
増
え
た
。
そ
こ
で

今
度
は
金
融
緩
和
を
極
限
ま
で
や
っ

た
が
、
こ
れ
も
う
ま
く
い
か
な
い
。

そ
こ
で
再
び
「
財
政
と
金
融
の
同
時

実
施
と
い
う
昔
と
同
じ
話
が
『
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
マ
ネ
ー
』
政
策
と
し
て
、

ま
る
で
新
し
い
こ
と
の
よ
う
に
議
論

さ
れ
て
い
る
」（
小
林　

同
前
）
と

い
う
わ
け
だ
。

　

二
十
年
前
と
違
う
の
は
高
齢
化
の

進
行
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
５
０
％
ま
で

積
み
あ
が
っ
た
政
府
債
務
だ
。
あ
の

竹
中
平
蔵
氏
を
し
て
さ
え
、「
財
政

の
健
全
化
は
ど
う
し
て
も
必
要
で

す
。
～
明
日
に
も
深
刻
な
事
態
に
陥

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私

は
『
日
本
経
済
全
治
何
年
』
と
い
う

よ
り
『
余
命
何
年
』
と
い
う
く
ら
い

の
危
機
意
識
は
持
た
な
い
と
い
け
な

い
」（
日
経8/7

）
と
言
わ
し
め
る

ほ
ど
。

　
〝
ゆ
で
ガ
エ
ル
〟
は
、
す
っ
か
り

ゆ
で
上
が
り
つ
つ
あ
る
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
と
は
「
実
現
し
な
い
こ
と
が
政

権
の
選
挙
で
の
強
さ
と
権
力
を
担
保

し
て
い
る
限
り
、
そ
れ
は
少
し
ず
つ

破
局
に
向
か
う
政
治
の
『
時
間
か

せ
ぎ
』
に
し
か
な
ら
な
い
」（
吉
田　

同
前
）
と
い
う
こ
と
だ
。

　

私
た
ち
は
問
題
設
定
を
変
え
る
べ

き
だ
（
以
下
、
５
―
７
面
「
戸
田
代

表
を
囲
む
会
」
よ
り
）。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
効
果
が
あ
る
か

ど
う
か
、
と
い
う
話
で
は
な
く
「
さ

し
せ
ま
る
破
局
、
そ
れ
と
ど
う
向
き

合
う
か
」
と
い
う
問
題
設
定
が
必
要

に
な
る
ん
で
す
。
破
局
と
い
う
と
、

さ
し
せ
ま
る
破
局
、
そ
れ
と
ど
う
向
き
合
う
か　

～
「
時
間
か
せ
ぎ
の
政
治
」
に
対
抗
す
る

　

破
局
を
先
送
り
す
る
「
時
間
か
せ

ぎ
の
政
治
」
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

特
有
な
も
の
で
は
な
い
。

　
「
政
治
経
済
学
者
シ
ュ
ト
レ
ー
ク

は
、
一
九
七
〇
年
代
の
資
本
主
義
の

構
造
的
な
シ
ョ
ッ
ク
を
イ
ン
フ
レ
で

克
服
し
た
こ
と
が
新
自
由
主
義
を
生

み
、
こ
れ
が
金
融
市
場
の
自
由
化
を

進
め
た
こ
と
で
一
九
九
〇
年
代
の
不

況
を
招
き
、
今
度
は
そ
れ
を
民
間
部

門
へ
の
債
務
付
け
替
え
で
乗
り
切
ろ

う
と
し
た
た
め
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
が
起
き
た
連
鎖
を
検
証
し
、
こ
れ

ら
は
後
期
資
本
主
義
が
破
局
に
向

か
っ
て
い
る
間
の
『
時
間
か
せ
ぎ
』

に
す
ぎ
な
い
と
喝
破
し
た
」（
吉
田　

同
前
）。

　

こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
次
の
よ
う
に

も
描
か
れ
る
。

　
「
市
民
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
、
租

税
国
家
と
し
て
市
民
に
よ
っ
て
財
政

的
に
支
え
ら
れ
て
い
る
国
家
が
、
そ

の
財
政
的
基
盤
を
も
は
や
市
民
の
出

資
に
よ
っ
て
賄
え
な
く
な
り
、
そ
の

大
き
な
部
分
を
債
権
者
の
信
用
に
依

存
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
民

主
的
な
債
務
国
家
へ
と
姿
を
変
え

る
」（
シ
ュ
ト
レ
ー
ク
「
時
間
か
せ

ぎ
の
資
本
主
義
」　

み
す
ず
書
房
）

　

こ
の
「
民
主
的
な
債
務
国
家
」
は

「
特
権
的
な
５
％
、
リ
ス
ク
意
識
を
高
め
不
安
定
な

75
％
、
社
会
的
に
排
除
さ
れ
た
20
％
」
と
い
う

分
断
社
会
の
克
服
に
向
け
て

「
市
場
」
に
よ
っ
て
、
政
治
的
行
動

を
制
約
さ
れ
る
（
緊
縮
財
政
な
ど
）。

他
方
、「
国
家
は
つ
ぶ
れ
そ
う
な
銀

行
を
救
済
し
、
こ
の
同
じ
銀
行
団
に

よ
っ
て
破
産
寸
前
に
追
い
込
ま
れ
る

―
―
結
果
と
し
て
、
金
融
に
よ
る
支

配
体
制
が
、
当
該
国
家
の
国
民
を

保
護
監
督
下
に
置
く
こ
と
に
な
る
。

（「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
、
資
本
主
義

か
？
」
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス　

三
島
憲
一
訳　
「
世
界
」
９
月
号
）。

　

民
主
主
義
が
定
着
し
た
の
は
そ
の

理
念
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
平
等
で

豊
か
な
中
間
層
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
あ
る
。「
市
場
」
に

よ
っ
て
監
督
さ
れ
る
「
民
主
的
な
債

務
国
家
」
の
下
で
は
、（
適
切
な
再

分
配
を
行
う
べ
き
）
政
治
は
必
然
的

に
劣
化
し
、
社
会
は
分
断
さ
れ
る
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
と
り
わ
け

マ
ネ
ー
資
本
主
義
の
拡
大
と
民
主
主

義
と
の
矛
盾
が
深
ま
る
な
か
、「
時

間
か
せ
ぎ
」
の
政
治
は
い
つ
ま
で
危

機
を
先
送
り
で
き
る
の
か
。

　
「
第
２
次
世
界
大
戦
後
、
英
国
で

は
基
幹
産
業
の
国
有
化
と
医
療
・
教

育
の
無
料
化
が
実
現
し
た
。
戦
前
の

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
言
い
換
え
れ
ば

行
き
過
ぎ
た
資
本
主
義
が
、
フ
ァ
シ

ズ
ム
と
共
産
主
義
の
諸
国
家
を
生
ん

だ
反
省
か
ら
、
国
家
が
資
本
主
義
を

統
御
し
、
民
主
主
義
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
が
狙
い
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
国
家
の
あ
り
方
は
、

他
の
先
進
国
で
も
見
ら
れ
た
『
戦
後

合
意
』
だ
っ
た
。
だ
が
、
米
国
の
ト

ラ
ン
プ
旋
風
や
サ
ン
ダ
ー
ス
旋
風
、

欧
州
の
極
右
や
極
左
政
党
の
台
頭

は
、『
戦
後
合
意
』
が
過
去
の
も
の

と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」（
吉

田
徹　

読
売8/12

「
論
点
」）

　

い
ま
や
先
進
国
リ
ス
ク
の
時
代

だ
。「
民
主
的
な
債
務
国
家
」
は
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
を
統
御
で
き
ず
、
社

会
的
分
断
と
民
主
政
治
の
機
能
不

全
に
直
面
し
て
い
る
。「
戦
後
合
意
」

を
支
え
た
中
間
層
は
や
せ
細
る
一
方

だ
。

　
「
ダ
ニ
・
ロ
ド
リ
ッ
ク
米
ハ
ー
バ
ー

ド
大
教
授
は
主
著
『
グ
ロ
ー
バ
リ

思
っ
て
立
ち
上
が
る
、
そ
の
た
め
の

新
た
な
社
会
関
係
資
本
を
ど
こ
ま
で

作
る
か
。
こ
れ
が
「
さ
し
せ
ま
る
破

局
、
そ
れ
と
ど
う
向
き
合
う
か
」
と

い
う
問
題
設
定
で
す
。（
引
用
終
わ

り
）

　
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
よ
う
に
、
期

待
値
を
操
作
し
て
恣
意
的
に『
終
り
』

を
み
せ
ず
に
『
破
局
』
は
な
い
と
証

明
し
よ
う
と
す
る
政
治
の
時
間
軸
に

対
抗
し
て
、『
破
局
』
は
あ
る
も
の

と
す
る
こ
と
で
、
未
来
を
変
え
る
こ

と
の
で
き
る
投
企
的
な
政
治
を
可
能

と
す
る
の
が
『
破
局
論
』
の
時
間
軸

で
あ
る
。そ
し
て
、来
る
べ
き『
破
局
』

を
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
・・・（
の

は
）
政
策
の
専
門
家
な
ど
で
は
な

く
、・
・
・『
未
来
の
記
憶
』
を
持
つ

『
事
情
に
疎
い
者
』、
つ
ま
り
は
生
活

者
で
し
か
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
」（
吉

田
徹
「
世
界
」
９
月
号
）。

　

こ
の
ま
ま
で
も
明
日
は
来
る
け
れ

ど
、
そ
の
先
に
未
来
は
な
い
と
い
う

「
未
来
の
記
憶
」
か
ら
、
そ
の
未
来

に
向
か
っ
て
自
ら
「
か
く
あ
ろ
う
と

す
る
」、
そ
う
い
う
生
活
者
を
主
権

者
と
し
て
登
場
さ
せ
る
こ
と
だ
。



　
「
２
０
５
０　

近
未
来
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
日
本
復
活
」（
ク
ラ
イ

ド
・
プ
レ
ス
ト
ウ
ィ
ッ
ツ
著　

東

洋
経
済
新
報
社
）
と
い
う
本
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
大
国
と
し
て
台
頭
し
た

２
０
５
０
年
の
日
本
の
お
話
だ
。

　
「
訪
ね
た
企
業
で
は
、
こ
こ
は
北

欧
か
と
見
紛
う
ば
か
り
、
女
性
が
取

締
役
会
の
過
半
を
占
め
て
い
る
。
日

本
は
、
世
界
で
も
有
数
の
女
性
が
活

躍
す
る
社
会
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の

だ
。

　

も
っ
と
も
大
き
な
変
化
は
、
人
口

動
態
だ
。
人
口
減
少
は
２
０
２
５
年

に
上
昇
に
転
じ
～
中
略
～
日
本
経
済

は
、
年
率
４
・
５
％
で
力
強
い
拡
大

を
続
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
っ
た

い
、
２
０
１
６
年
と
２
０
５
０
年
の

間
で
日
本
に
何
が
起
き
た
の
か
。
こ

れ
こ
そ
が
、
本
書
の
主
題
だ
。

　

２
０
１
７
年
、
危
機
が
勃
発
す

る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
失
敗
、
膨
大

な
公
債
残
高
の
償
還
可
能
性
に
不
安

を
抱
い
た
投
資
家
が
円
建
て
資
産
を

売
却
、
資
本
逃
避
が
始
ま
る
。
窮
し

た
日
本
は
、Ｉ
Ｍ
Ｆ
管
理
下
に
入
る
。

衝
撃
的
な
の
は
、
サ
ム
ス
ン
に
よ
る

ソ
ニ
ー
の
吸
収
合
併
だ
。
～
中
略
～

国
家
の
存
立
危
機
を
前
に
、
国
会
は

『
特
命
日
本
再
生
委
員
会
』
の
創
設

を
決
め
る
。（
女
性
の
就
業
率
向
上

や
計
画
的
な
移
民
の
導
入
、
再
エ
ネ

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
独
立
、
連
邦
制

導
入
に
よ
る
徹
底
し
た
分
権
な
ど
、

同
委
員
会
の
提
言
を
実
行
に
移
す
こ

と
に
よ
り
）
日
本
は
明
治
、
終
戦
後

に
続
く
３
度
目
の
経
済
的
奇
跡
を
自

ら
実
現
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
」（
朝

日
新
聞8/28　

書
評
／
諸
富
徹
・

京
都
大
学
教
授
）

　

著
者
は
１
９
８
０
年
代
の
日
米
貿

易
交
渉
に
も
あ
た
っ
た
日
本
通
。
日

本
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
本
質
を

突
く
よ
う
な
指
摘
も
、
多
々
あ
る
。

あ
の
敗
戦
に
よ
っ
て
も
な
お
生
き
延

び
た
「
１
９
４
１
年
体
制
」（
野
口

悠
紀
雄
）
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
シ
ョ
ッ
ク
程

度
で
改
革
で
き
る
の
か
と
か
、「
特

命
委
員
会
」
の
提
言
を
「
誰
が
」「
ど

う
や
っ
て
」
実
現
す
る
の
か
な
ど
、

突
っ
込
み
ど
こ
ろ
も
あ
る
が
、
む
し

ろ
そ
れ
ら
は
わ
れ
わ
れ
の
「
宿
題
」

と
言
う
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
本
に
描
か
れ
る
２
０
５
０
年

の
日
本
社
会
の
姿
は
、「
一
億
総
活

躍
社
会
」
や
「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」、「
働
き
方
改
革
」
な
ど
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
が
掲
げ
る
目
標
と
も
、
か
な

り
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
興
味
深

い
の
は
、
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
→
実
質
的

デ
フ
ォ
ル
ト
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
点

だ
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
は
何
か
。
そ
れ

は
一
言
で
言
え
ば
、
破
局
に
向
か
う

「
時
間
か
せ
ぎ
」
の
政
治
だ
。

　
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
三
本
の
矢
を

矢
継
ぎ
早
に
放
つ
も
の
の
、
そ
れ
は

リ
ボ
ル
バ
ー
拳
銃
の
よ
う
に
回
転
し

続
け
る
も
の
で
あ
る
限
り
終
わ
り
は

み
え
ず
、
だ
か
ら
検
証
に
晒
さ
れ
る

こ
と
も
な
い
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
成

功
し
な
い
の
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が

不
足
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
『
リ

ボ
ル
ビ
ン
グ
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
』
の

論
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
～

中
略
～
『
道
半
ば
』
で
あ
る
限
り
、

と
り
わ
け
景
気
上
向
き
の
実
感
が
薄

い
と
さ
れ
る
地
方
に
『
い
つ
か
は
』

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
波
及
が
及
ぶ
は

ず
、
と
い
う
期
待
の
操
作
が
で
き
る

か
ら
だ
。
そ
し
て
、そ
の
期
待
値
は
、

政
権
持
続
と
政
策
支
持
と
な
っ
て
現

れ
る
。三
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
、

実
質
賃
金
の
低
下
、
消
費
水
準
指
数

の
落
ち
込
み
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の

実
感
が
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
れ
ら
は
期

待
値
へ
と
転
換
さ
れ
る
」（
吉
田
徹　

世
界
９
月
号
）

　
「
そ
う
考
え
た
と
き
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
を
批
判
す
る
野
党
が
、
景
気
回

復
へ
の
国
民
の
『
実
感
の
な
さ
』
を

持
ち
出
し
て
も
、
そ
の
『
実
感
』
が

待
た
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
以
上
、

説
得
力
を
欠
く
の
は
当
然
で
あ
る
」

（
同
前
）

　

こ
う
し
た
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
・
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
「
弱
点
」
は
、
財
政
の

持
続
可
能
性
だ
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

「
三
本
の
矢
」
は
、
金
融
政
策
、
財

政
政
策
、
構
造
改
革
と
い
う
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
経
済
政
策
を
言
い
換
え

た
に
す
ぎ
な
い
。
特
徴
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
金
融
政
策
を
「
ふ
か
す
」
こ

と
に
特
化
し
た
点
だ
ろ
う
。

　
「
１
９
９
０
年
代
初
頭
、
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
日
本
で
は
、
財
政
出
動
と

減
税
で
景
気
を
刺
激
し
さ
え
す
れ
ば

不
況
を
脱
出
で
き
る
、と
皆
が
信
じ
、

巨
額
の
財
政
政
策
を
毎
年
繰
り
返
し

た
。
90
年
代
も
今
と
ま
っ
た
く
同
じ

議
論
を
し
て
い
た
の
だ
。
違
い
と
い

え
ば
、
当
時
は
国
の
借
金
は
少
な

く
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
」（
小
林
慶
一
郎　

日

「
こ
の
ま
ま
で
も
明
日
は
来
る
け
れ
ど
、
そ
の
先
に
未

来
は
な
い
」と
い
う〝
未
来
の
記
憶
〟を
持
つ
生
活
者
を
、

自
ら
未
来
を
変
え
う
る
主
権
者
へ
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２
―
４
面　

真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー　

感
想

５
―
７
面　

戸
田
代
表
を
囲
む
会

「
立
憲
民
主
主
義
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ

プ
の
転
換
と
、
主
権
者
運
動
の
前
史
か

ら
本
史
へ
の
移
行
期
の
『
と
ば
口
を
開

け
る
』
と
は
」

８
―
９
面　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
　
　
「
多
文
化
共
生
社
会
に
む
け
て
」

　
　
　
　

ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
イ
シ
・
武
蔵
大
学
教
授

今号の紙面

（1） 1989 年 7 月 7 日第三種郵便物認可　 日　本　再　生 第４４８号（毎月 1回 1日発行） 2 0 1 6 年 9 月 1 日

「
何
と
か
避
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
対
策
を
講
じ
る
、
と
発
想
し

が
ち
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
世
代
は
「
こ
の

ま
ま
で
も
明
日
は
来
る
け
れ
ど
、
そ

の
先
に
あ
る
の
は
超
高
齢
化
社
会

だ
、
リ
ス
ト
ラ
だ
、
社
会
保
障
の
破

綻
だ
…
明
日
は
来
る
け
れ
ど
そ
の
先

に
未
来
は
な
い
」
と
い
う
感
覚
で

し
ょ
う
。

　
「
未
来
は
明
る
い
」
と
思
っ
て
い

な
い
。
そ
こ
に
「
希
望
」
が
あ
る
ん

で
す
。
破
局
の
先
に
生
き
続
け
る
何

か
を
、
ど
う
準
備
す
る
の
か
。
年
寄

り
は
「
逃
げ
切
り
」
を
考
え
ま
す
が
、

「
逃
げ
切
り
」
が
で
き
な
い
世
代
は
、

「
そ
の
先
を
ど
う
生
き
る
か
」
を
考

え
る
ん
で
す
。
そ
の
破
局
の
時
に
立

ち
上
が
る
、
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
だ
と

10
面
へ
続
く

経6/20

「
経
済
教
室
」）

　

90
年
代
の
財
政
出
動
は
、
企
業
の

過
剰
債
務
を
国
家
が
肩
代
わ
り
す
る

「
徳
政
令
」
に
も
似
た
不
良
債
権
処

理
に
費
や
さ
れ
、
景
気
は
回
復
せ
ず

国
の
借
金
だ
け
が
増
え
た
。
そ
こ
で

今
度
は
金
融
緩
和
を
極
限
ま
で
や
っ

た
が
、
こ
れ
も
う
ま
く
い
か
な
い
。

そ
こ
で
再
び
「
財
政
と
金
融
の
同
時

実
施
と
い
う
昔
と
同
じ
話
が
『
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
マ
ネ
ー
』
政
策
と
し
て
、

ま
る
で
新
し
い
こ
と
の
よ
う
に
議
論

さ
れ
て
い
る
」（
小
林　

同
前
）
と

い
う
わ
け
だ
。

　

二
十
年
前
と
違
う
の
は
高
齢
化
の

進
行
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
５
０
％
ま
で

積
み
あ
が
っ
た
政
府
債
務
だ
。
あ
の

竹
中
平
蔵
氏
を
し
て
さ
え
、「
財
政

の
健
全
化
は
ど
う
し
て
も
必
要
で

す
。
～
明
日
に
も
深
刻
な
事
態
に
陥

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私

は
『
日
本
経
済
全
治
何
年
』
と
い
う

よ
り
『
余
命
何
年
』
と
い
う
く
ら
い

の
危
機
意
識
は
持
た
な
い
と
い
け
な

い
」（
日
経8/7

）
と
言
わ
し
め
る

ほ
ど
。

　
〝
ゆ
で
ガ
エ
ル
〟
は
、
す
っ
か
り

ゆ
で
上
が
り
つ
つ
あ
る
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
と
は
「
実
現
し
な
い
こ
と
が
政

権
の
選
挙
で
の
強
さ
と
権
力
を
担
保

し
て
い
る
限
り
、
そ
れ
は
少
し
ず
つ

破
局
に
向
か
う
政
治
の
『
時
間
か

せ
ぎ
』
に
し
か
な
ら
な
い
」（
吉
田　

同
前
）
と
い
う
こ
と
だ
。

　

私
た
ち
は
問
題
設
定
を
変
え
る
べ

き
だ
（
以
下
、
５
―
７
面
「
戸
田
代

表
を
囲
む
会
」
よ
り
）。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
効
果
が
あ
る
か

ど
う
か
、
と
い
う
話
で
は
な
く
「
さ

し
せ
ま
る
破
局
、
そ
れ
と
ど
う
向
き

合
う
か
」
と
い
う
問
題
設
定
が
必
要

に
な
る
ん
で
す
。
破
局
と
い
う
と
、

さ
し
せ
ま
る
破
局
、
そ
れ
と
ど
う
向
き
合
う
か　

～
「
時
間
か
せ
ぎ
の
政
治
」
に
対
抗
す
る

　

破
局
を
先
送
り
す
る
「
時
間
か
せ

ぎ
の
政
治
」
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

特
有
な
も
の
で
は
な
い
。

　
「
政
治
経
済
学
者
シ
ュ
ト
レ
ー
ク

は
、
一
九
七
〇
年
代
の
資
本
主
義
の

構
造
的
な
シ
ョ
ッ
ク
を
イ
ン
フ
レ
で

克
服
し
た
こ
と
が
新
自
由
主
義
を
生

み
、
こ
れ
が
金
融
市
場
の
自
由
化
を

進
め
た
こ
と
で
一
九
九
〇
年
代
の
不

況
を
招
き
、
今
度
は
そ
れ
を
民
間
部

門
へ
の
債
務
付
け
替
え
で
乗
り
切
ろ

う
と
し
た
た
め
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
が
起
き
た
連
鎖
を
検
証
し
、
こ
れ

ら
は
後
期
資
本
主
義
が
破
局
に
向

か
っ
て
い
る
間
の
『
時
間
か
せ
ぎ
』

に
す
ぎ
な
い
と
喝
破
し
た
」（
吉
田　

同
前
）。

　

こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
次
の
よ
う
に

も
描
か
れ
る
。

　
「
市
民
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
、
租

税
国
家
と
し
て
市
民
に
よ
っ
て
財
政

的
に
支
え
ら
れ
て
い
る
国
家
が
、
そ

の
財
政
的
基
盤
を
も
は
や
市
民
の
出

資
に
よ
っ
て
賄
え
な
く
な
り
、
そ
の

大
き
な
部
分
を
債
権
者
の
信
用
に
依

存
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
民

主
的
な
債
務
国
家
へ
と
姿
を
変
え

る
」（
シ
ュ
ト
レ
ー
ク
「
時
間
か
せ

ぎ
の
資
本
主
義
」　

み
す
ず
書
房
）

　

こ
の
「
民
主
的
な
債
務
国
家
」
は

「
特
権
的
な
５
％
、
リ
ス
ク
意
識
を
高
め
不
安
定
な

75
％
、
社
会
的
に
排
除
さ
れ
た
20
％
」
と
い
う

分
断
社
会
の
克
服
に
向
け
て

「
市
場
」
に
よ
っ
て
、
政
治
的
行
動

を
制
約
さ
れ
る
（
緊
縮
財
政
な
ど
）。

他
方
、「
国
家
は
つ
ぶ
れ
そ
う
な
銀

行
を
救
済
し
、
こ
の
同
じ
銀
行
団
に

よ
っ
て
破
産
寸
前
に
追
い
込
ま
れ
る

―
―
結
果
と
し
て
、
金
融
に
よ
る
支

配
体
制
が
、
当
該
国
家
の
国
民
を

保
護
監
督
下
に
置
く
こ
と
に
な
る
。

（「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
、
資
本
主
義

か
？
」
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス　

三
島
憲
一
訳　
「
世
界
」
９
月
号
）。

　

民
主
主
義
が
定
着
し
た
の
は
そ
の

理
念
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
平
等
で

豊
か
な
中
間
層
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
あ
る
。「
市
場
」
に

よ
っ
て
監
督
さ
れ
る
「
民
主
的
な
債

務
国
家
」
の
下
で
は
、（
適
切
な
再

分
配
を
行
う
べ
き
）
政
治
は
必
然
的

に
劣
化
し
、
社
会
は
分
断
さ
れ
る
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
と
り
わ
け

マ
ネ
ー
資
本
主
義
の
拡
大
と
民
主
主

義
と
の
矛
盾
が
深
ま
る
な
か
、「
時

間
か
せ
ぎ
」
の
政
治
は
い
つ
ま
で
危

機
を
先
送
り
で
き
る
の
か
。

　
「
第
２
次
世
界
大
戦
後
、
英
国
で

は
基
幹
産
業
の
国
有
化
と
医
療
・
教

育
の
無
料
化
が
実
現
し
た
。
戦
前
の

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
言
い
換
え
れ
ば

行
き
過
ぎ
た
資
本
主
義
が
、
フ
ァ
シ

ズ
ム
と
共
産
主
義
の
諸
国
家
を
生
ん

だ
反
省
か
ら
、
国
家
が
資
本
主
義
を

統
御
し
、
民
主
主
義
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
が
狙
い
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
国
家
の
あ
り
方
は
、

他
の
先
進
国
で
も
見
ら
れ
た
『
戦
後

合
意
』
だ
っ
た
。
だ
が
、
米
国
の
ト

ラ
ン
プ
旋
風
や
サ
ン
ダ
ー
ス
旋
風
、

欧
州
の
極
右
や
極
左
政
党
の
台
頭

は
、『
戦
後
合
意
』
が
過
去
の
も
の

と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」（
吉

田
徹　

読
売8/12

「
論
点
」）

　

い
ま
や
先
進
国
リ
ス
ク
の
時
代

だ
。「
民
主
的
な
債
務
国
家
」
は
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
を
統
御
で
き
ず
、
社

会
的
分
断
と
民
主
政
治
の
機
能
不

全
に
直
面
し
て
い
る
。「
戦
後
合
意
」

を
支
え
た
中
間
層
は
や
せ
細
る
一
方

だ
。

　
「
ダ
ニ
・
ロ
ド
リ
ッ
ク
米
ハ
ー
バ
ー

ド
大
教
授
は
主
著
『
グ
ロ
ー
バ
リ

思
っ
て
立
ち
上
が
る
、
そ
の
た
め
の

新
た
な
社
会
関
係
資
本
を
ど
こ
ま
で

作
る
か
。
こ
れ
が
「
さ
し
せ
ま
る
破

局
、
そ
れ
と
ど
う
向
き
合
う
か
」
と

い
う
問
題
設
定
で
す
。（
引
用
終
わ

り
）

　
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
よ
う
に
、
期

待
値
を
操
作
し
て
恣
意
的
に『
終
り
』

を
み
せ
ず
に
『
破
局
』
は
な
い
と
証

明
し
よ
う
と
す
る
政
治
の
時
間
軸
に

対
抗
し
て
、『
破
局
』
は
あ
る
も
の

と
す
る
こ
と
で
、
未
来
を
変
え
る
こ

と
の
で
き
る
投
企
的
な
政
治
を
可
能

と
す
る
の
が
『
破
局
論
』
の
時
間
軸

で
あ
る
。そ
し
て
、来
る
べ
き『
破
局
』

を
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
・・・（
の

は
）
政
策
の
専
門
家
な
ど
で
は
な

く
、・
・
・『
未
来
の
記
憶
』
を
持
つ

『
事
情
に
疎
い
者
』、
つ
ま
り
は
生
活

者
で
し
か
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
」（
吉

田
徹
「
世
界
」
９
月
号
）。

　

こ
の
ま
ま
で
も
明
日
は
来
る
け
れ

ど
、
そ
の
先
に
未
来
は
な
い
と
い
う

「
未
来
の
記
憶
」
か
ら
、
そ
の
未
来

に
向
か
っ
て
自
ら
「
か
く
あ
ろ
う
と

す
る
」、
そ
う
い
う
生
活
者
を
主
権

者
と
し
て
登
場
さ
せ
る
こ
と
だ
。
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□日程のお知らせ□

◆「日本再生」読者会・東京（会費　無料）
　9 月 4 日（日）午前 10 時より　　　　　　　 
　　　　　　「がんばろう、日本！」国民協議会事務所（市ヶ谷）
◆越谷「日本再生」読者会（会費　200 円）
　9 月12 日（月）午後 7 時より　　　  中央市民会館・会議室
◆船橋「日本再生」読者会（会費　300 円）
　9 月15 日（木）午後７時より　　　　船橋北口みらい図書館
◆京都・青年学生読者会（会費　無料）
　9 月 8 日（木）午後 7 時より　　　　 同志社大学寒梅館
◆大阪「日本再生」読者会（会費　500 円）
　9 月16 日（金）午後 6 時より　　 　ドーンセンター
◆北九州「日本再生」読者会（会費　500 円）
　調整中

＊＊＊　以下は事前のお申し込みが必要です　＊＊＊

◆第 27 回　戸田代表を囲む会 in 京都
　「安倍政権の今後と、民進党のめざすもの
　　　　　　―立憲民主主義のフォロワーシップの視点から」 
　9 月 21日（水）午後 6 時 30 分より 9 時まで
　コープイン京都　２０２会議室
　参加費　1000 円（学生 500 円）
　ゲストスピーカー　福山哲郎・参議院議員　
　　　　　　　　　  泉健太・衆議院議員　隠塚功・京都市会議員

■問い合わせ　03-5215-1330

満
た
し
て
く
れ
る
安
心
か
ら
、
税
金

へ
の
抵
抗
が
弱
ま
る
。
こ
う
い
う

経
路
が
あ
り
ま
す
」（
世
界
９
月
号　

対
談　

前
原
誠
司
・
井
手
英
策
）

　
「
井
手　

日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で

『
分
配
か
、
成
長
か
』
と
い
う
議
論

に
な
り
が
ち
で
し
た
が
、
今
回
の
参

院
選
で
は
、
む
し
ろ
『
分
配
と
成
長

の
関
係
』
が
論
点
に
な
っ
た
。
～
そ

の
課
題
設
定
か
ら
の
変
化
じ
た
い
は

評
価
し
た
い
の
で
す
が
、
結
局
は
成

長
論
議
の
枠
に
と
ど
ま
り
、
そ
こ
で

議
論
は
止
ま
っ
た
ま
ま
で
し
た
。
な

ぜ
野
党
は
思
い
切
っ
た
生
活
保
障
策

を
打
ち
出
せ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

前
原　

そ
れ
は
、
民
進
党
が
も
っ
と

も
反
省
す
べ
き
点
で
す
。～
方
向
性
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
正
し
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
た
だ
～
（
そ
れ
ぞ
れ

の
政
策
は
）
非
常
に
重
要
で
す
が
、

政
策
全
体
の
大
き
な
柱
、
理
念
自
体

は
打
ち
出
せ
な
か
っ
た
。
～
中
略
～

　

振
り
返
る
と
二
〇
〇
九
年
政
権
交

代
選
挙
の
際
に
は
～
目
玉
の
政
策
が

あ
り
ま
し
た
。し
か
し
こ
の
と
き
も
、

強
力
な
商
品
を
並
べ
て
い
な
が
ら
、

目
指
す
べ
き
社
会
像
を
ふ
ま
え
た
、

奥
行
き
の
あ
る
政
策
に
は
な
っ
て
い

な
か
っ
た
。
～
き
わ
め
て
生
煮
え
の

政
策
で
し
た
。

　

も
う
、
こ
う
し
た
失
敗
を
繰
り
返

す
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
あ
ら
た

め
て
訴
え
て
い
く
べ
き
は
、
財
源
論

か
ら
目
を
背
け
な
い
生
活
保
障
シ
ス

テ
ム
の
再
構
築
で
す
。
消
費
税
引
き

上
げ
分
の
残
る
二
％
も
、
も
っ
と
納

税
者
の
受
益
を
増
や
す
方
向
で
使
途

を
考
え
直
し
た
い
。
今
回
、
野
党
は

富
裕
者
増
税
、
企
業
増
税
し
か
打
ち

出
せ
な
か
っ
た
。
所
得
税
、相
続
税
、

ま
た
配
偶
者
控
除
、
特
別
控
除
な
ど

も
あ
わ
せ
て
再
検
討
し
な
が
ら
、『
将

来
不
安
の
払
拭
』『
閉
塞
か
ら
の
反

転
』
と
い
う
大
き
な
柱
を
掲
げ
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

～
中
略
～
民
主
党
政
権
は
子
ど
も

手
当
の
額
、
ま
た
そ
の
期
間
を
～
拡

大
し
た
。
高
校
授
業
料
の
無
償
化
も

実
現
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ま
だ

完
成
で
は
な
い
の
で
す
。
〇
歳
か
ら

五
歳
ま
で
の
就
学
前
教
育
を
無
償
化

し
、
高
等
教
育
も
無
償
化
に
近
づ
け

る
～
こ
れ
ら
ふ
た
つ
を
実
現
す
る
に

は
、
消
費
税
一
％
で
よ
い
の
で
す
。

こ
の
一
％
で
、す
べ
て
の
子
ど
も
に
、

チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る
。
演
説
会

で
、『
消
費
税
の
一
％
を
子
ど
も
の

未
来
に
使
う
こ
と
に
反
対
で
す
か
』

と
尋
ね
る
と
、
異
を
唱
え
る
人
は
ほ

と
ん
ど
い
ま
せ
ん
」（
同
前
）

　
「
井
手　

成
長
に
頼
る
の
か
。
あ

る
い
は
規
制
緩
和
と
財
政
再
建
を
進

め
る
の
か
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
成

長
に
依
存
し
な
く
て
も
人
間
の
生
活

が
保
障
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
財
源
論

か
ら
も
逃
げ
な
い
～
脱
『
成
長
』
と

も
異
な
る
脱
『
成
長
依
存
』。
新
た

な
選
択
肢
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
お
聞
き
し

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
～
野
党
共

闘
の
枠
組
み
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な

社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
そ
も
そ
も
受
け

入
れ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
野

党
の
公
約
で
は
富
裕
層
・
大
企
業
を

狙
い
撃
ち
に
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
財
源
は
足
り
な
い
。）」（
同
前
）

　

こ
の
ま
ま
で
も
明
日
は
来
る
が
、

そ
の
先
に
未
来
は
な
い
―
こ
の
不
安

や
不
満
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
た
め

に
は
、
人
々
の
生
活
の
必
要
―
受
益

を
徹
底
的
に
議
論
す
る
と
と
も
に
、

財
源
論
か
ら
逃
げ
な
い
と
い
う
姿
勢

が
必
要
だ
。
税
と
社
会
保
障
の
一
体

改
革
が
や
ろ
う
と
し
た
の
は
、
そ
う

い
う
転
換
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　
「
次
世
代
を
意
識
し
て
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
へ
の
対
立
軸
を
打
ち
立
て
よ
う

と
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
地
道
な
結
論

に
た
ど
り
つ
く
は
ず
だ
。
自
民
、
公

明
、
旧
民
主
に
よ
る
『
税
と
社
会
保

障
の
一
体
改
革
』
の
３
党
合
意
は
、

少
な
く
と
も
未
来
を
見
据
え
て
い

た
。
民
進
党
は
原
点
に
立
ち
返
り
、

野
心
的
な
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対
抗
す

る
の
で
な
く
、
増
税
も
視
野
に
入
れ

た
財
政
再
建
と
、
家
計
に
安
心
感
を

も
た
ら
す
社
会
保
障
の
充
実
を
両
立

で
き
る
将
来
像
を
描
い
て
ほ
し
い
」

（
前
出　
「
記
者
の
目
」）

　

民
進
党
を
は
じ
め
と
す
る
野
党
、

そ
し
て
野
党
共
闘
に
問
わ
れ
て
い
る

の
は
こ
こ
だ
ろ
う
。
安
全
保
障
な
ら

「
情
勢
論
」
で
「
と
り
あ
え
ず
」
合

意
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
旧
社
民
党

が
そ
う
し
た
よ
う
に
）。
し
か
し
財

源
論
は
、
ど
う
い
う
社
会
を
め
ざ
す

の
か
と
い
う
社
会
の
あ
り
方
と
と
も

に
、
民
主
主
義
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る

本
質
的
な
ハ
ー
ド
ル
だ
。
こ
こ
を
あ

い
ま
い
に
し
た
「
よ
い
再
分
配
」
論

は
、「
こ
の
ま
ま
で
も
明
日
は
来
る

け
れ
ど
、
そ
の
先
に
未
来
は
な
い
」

と
い
う
〝
生
活
者
〟
に
は
、
す
で
に

見
透
か
さ
れ
て
い
る
。
増
税
反
対
だ

け
で
は
、「
経
済
成
長
依
存
」
と
い

う
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
同
じ
土
俵
だ
。

そ
れ
な
ら
、
50
％
の
投
票
率
で
安
倍

政
権
が
勝
つ
に
決
ま
っ
て
い
る
。

　
「
成
長
に
依
存
し
な
く
て
も
人
間

の
生
活
が
保
障
さ
れ
、
そ
の
た
め

の
財
源
論
か
ら
も
逃
げ
な
い
」（
井

手　

前
出
）
と
い
う
議
論
―
ガ
チ
ン

コ
の
議
論
―
を
、
国
民
の
前
で
ど
こ

ま
で
で
き
る
か
。
一
度
失
わ
れ
た
信

頼
関
係
を
立
憲
民
主
主
義
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
シ
ッ
プ
の
転
換
と
い
う
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
で
、
も
う
一
度
紡
ぎ
直
す

こ
と
が
で
き
る
か
。

　

こ
の
ま
ま
で
も
明
日
は
来
る
け
れ

ど
、
そ
の
先
に
未
来
は
な
い
と
い
う

「
未
来
の
記
憶
」
か
ら
、
そ
の
未
来

に
向
か
っ
て
自
ら
「
か
く
あ
ろ
う
と

す
る
」、
そ
う
い
う
生
活
者
を
主
権

者
と
し
て
登
場
さ
せ
る
た
め
の
舞
台

の
幕
が
上
が
り
つ
つ
あ
る
。

だ
。
～
有
権
者
に
は
成
長
と
分
配
の

『
ど
ち
ら
が
先
か
』
の
議
論
に
し
か

映
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」（
毎

日7/28

「
記
者
の
目
」
小
山
由
宇
）。

「
私
は
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
は『
次

世
代
へ
の
責
任
』
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
有
権
者
が
求
め
る
の
は
経
済

成
長
の
方
策
よ
り
も
、
人
口
減
少
社

会
の
中
で
、
持
続
可
能
な
財
政
や
社

会
保
障
を
ど
う
構
築
す
る
か
と
い
う

重
い
テ
ー
マ
だ
と
思
う
か
ら
だ
」（
同

前
）。

　

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
対
象
を

選
別
し
て
「
救
済
す
る
」
選
別
主
義

か
ら
、
中
間
層
全
体
を
底
上
げ
す
る

普
遍
主
義
へ
と
い
う
空
間
軸
の
転

換
、
そ
し
て
「
時
間
か
せ
ぎ
」
の
政

治
か
ら
「
未
来
へ
の
責
任
」
と
い
う

時
間
軸
の
転
換
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
も
各
国
レ
ベ
ル
で

も
、
こ
の
転
換
を
め
ぐ
る
試
行
錯
誤

の
政
治
的
経
験
は
か
な
り
集
積
さ
れ

て
い
る
。
で
は
私
た
ち
は
、
こ
の
観

点
か
ら
政
権
交
代
の
経
験
を
ど
う
語

る
の
か
。

　
「
前
原　
（
井
手
・
慶
應
大
学
教
授

の
著
書
を
読
ん
で
）
自
分
は
大
き
な

間
違
い
を
し
て
い
た
と
気
付
か
さ
れ

た
。
そ
れ
は
、『
歳
出
削
減
イ
コ
ー

ル
改
革
』
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
本
当
に
必
要
な
と
こ
ろ
ま

で
削
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
井
手
さ
ん

の
ご
指
摘
の
ど
お
り
、
社
会
の
分
断

を
い
っ
そ
う
深
め
て
し
ま
う
。

井
手　

ま
こ
と
し
や
か
に
語
ら
れ
る

『
支
出
の
削
減
イ
コ
ー
ル
財
政
再
建
』

は
本
当
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

実
は
、低
所
得
者
へ
の
い
わ
ゆ
る『
弱

者
救
済
』
で
は
な
く
て
、
中
間
層
も

含
め
て
広
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

て
い
る
国
の
ほ
う
が
、
統
計
的
に
見

て
税
収
が
大
き
い
。
政
治
的
多
数
が

受
益
者
と
な
っ
て
、
自
分
の
必
要
を

「
時
間
か
せ
ぎ
の
政
治
」
に
対
抗
す
る

「
未
来
へ
の
責
任
」
を
ど
う
語
る
か

　

参
議
院
選
挙
前
の
世
論
調
査
で

は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
「
見
直
す
べ

き
」
が
61
％
と
、「
さ
ら
に
進
め
る

べ
き
だ
」
の
23
％
を
上
回
っ
た
。
消

費
増
税
の
再
延
期
に
つ
い
て
も
、「
社

会
保
障
の
充
実
が
難
し
く
な
っ
た
と

思
う
」
と
の
懸
念
が
53
％
に
上
っ
た

（
毎
日6/22

）。
そ
れ
で
も
な
お
、「
期

待
値
を
操
作
し
て
恣
意
的
に『
終
り
』

を
見
せ
ず
に
、『
破
局
』
は
な
い
と

証
明
し
よ
う
と
す
る
」
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
手
法
が
、
選
挙
で
一
定
の
効
果

を
あ
げ
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
「『
若
者
は
保
守
寄
り
で
、
自
民
党

支
持
が
多
い
』
と
ニ
ュ
ー
ス
が
言
っ

て
い
た
。
た
し
か
に
そ
う
だ
ろ
う
と

感
じ
る
。
だ
っ
て
い
ま
の
生
活
を
格

別
変
え
て
ほ
し
い
、
変
え
た
い
と

思
っ
て
い
る
若
者
は
そ
ん
な
に
い
な

い
は
ず
だ
。
変
わ
ら
な
く
て
も
明
日

は
く
る
の
だ
か
ら
。

　

し
か
し
、
そ
の
明
日
が
来
続
け
た

先
に
あ
る
の
は
、
高
齢
化
社
会
だ
、

年
金
だ
、
リ
ス
ト
ラ
だ
、
社
会
保
障

だ
…
…
明
日
は
来
る
け
れ
ど
、
そ
の

先
に
は
な
に
も
な
い
。

　

ど
の
党
の
公
約
を
見
て
も
、
こ
の

不
安
や
不
満
は
解
消
さ
れ
な
い
。
解

決
策
が
示
さ
れ
て
な
い
わ
け
じ
ゃ
な

い
の
に
、
し
っ
く
り
こ
な
い
。
物
足

り
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

き
っ
と
、
未
来
な
の
だ
と
思
う
」

（Yamato 19

歳　

ポ
リ
タ
ス

http://politas.jp/features/10/
article/517

よ
り
）

　

時
間
か
せ
ぎ
の
政
治
に
対
し
て
、

未
来
へ
の
責
任
を
い
か
に
語
る
の

か
。
そ
の
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
「
選
挙
戦
で
気
に
な
っ
た
の
は
、

自
民
党
が『
成
長
と
分
配
の
好
循
環
』

を
掲
げ
た
の
に
対
し
、民
進
党
も『
分

配
と
成
長
の
両
立
』
を
打
ち
出
し
、

経
済
成
長
が
共
通
点
に
な
っ
た
こ
と

ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ラ
ド
ク
ス
』で
、『
グ

ロ
ー
バ
ル
化
―
国
家
主
権
―
民
主
主

義
』
は
ト
リ
レ
ン
マ
状
態
に
あ
る
と

論
じ
た
。

　

国
家
主
権
と
民
主
主
義
の
連
結
に

よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
背
を
向

け
る
こ
と
は
で
き
る
。
ま
た
国
家
主

権
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
結
び
つ
き
、

民
主
主
義
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
も
可

能
だ
。
あ
る
い
は
国
家
主
権
を
犠
牲

に
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
民
主
主

義
を
選
び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
バ
ナ
ン

ス
（
統
治
）
と
世
界
民
主
主
義
の
組

み
合
わ
せ
を
構
想
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
け
れ
ど
も
、
３
つ
を
同
時
に

成
立
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
。

　

こ
れ
は
現
代
の
先
進
国
リ
ス
ク
を

暗
示
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
民

主
主
義
的
で
あ
る
先
進
国
の
悩
み
を

言
い
当
て
て
い
る
。
つ
ま
り
中
国
の

よ
う
な
一
党
独
裁
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
よ
う
な
権
威
主
義
国
は
、
主
権

と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
組
み
合
わ
せ
で

前
進
で
き
る
の
に
対
し
、
先
進
国
は

自
国
の
民
主
主
義
に
敏
感
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
分
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

一
層
深
化
す
る
と
、
ト
リ
レ
ン
マ
に

陥
る
。

　

規
制
緩
和
と
自
由
化
を
軸
と
す
る

単
純
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
主
義
者
は
、

統
治
権
力
＝
国
家
主
権
と
結
び
、
こ

の
民
主
主
義
的
側
面
、
な
ら
び
に
そ

れ
を
行
使
す
る
中
間
層
以
下
の
人
び

と
を
、
え
て
し
て
『
非
合
理
』
と
軽

視
し
て
き
た
。
Ｅ
Ｕ
も
ま
た
、
複
数

の
統
治
権
力
＝
国
家
主
権
を
束
ね
る

と
こ
ろ
ま
で
は
よ
か
っ
た
が
、
民
衆

と
民
主
主
義
を
軽
ん
じ
た
。
今
起
き

て
い
る
の
は
、
や
せ
細
る
中
間
層
以

下
か
ら
の
し
っ
ぺ
返
し
で
あ
る
」（
遠

藤
乾　

日
経7/28

「
経
済
教
室
」）

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
―
国
家
主
権
―

民
主
主
義
」
の
ト
リ
レ
ン
マ
を
解
消

す
る
〝
魔
法
の
杖
〟
は
な
い
。
だ
が

ト
リ
レ
ン
マ
を
深
刻
化
さ
せ
な
い
こ

と
は
で
き
る
。
鍵
を
握
る
の
は
社
会

的
な
分
断
状
況
の
克
服
で
あ
る
。
そ

の
際
に
必
要
と
な
る
の
は
、
幅
広
い

生
活
保
障
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
下
で
は
社
会

保
障
制
度
は
ま
か
な
え
な
い
、
と
い

う
の
は
本
当
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
想
起
す
べ
き
は
、「
戦
後

合
意
」
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
制
度

は
19
世
紀
末
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
起
源
を
持
つ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

「
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
時
代
に
こ
そ
現
代
の
社
会
保
障

制
度
の
起
源
が
あ
る
と
い
う
点
は
強

調
し
て
お
く
べ
き
だ
。
～
中
略
～
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
強
調
す
る
の
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
社
会
保
障
制
度
プ

ロ
グ
ラ
ム
導
入
が
経
済
目
標
の
実
現

と
競
合
す
る
も
の
と
は
見
な
さ
れ

ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
補
う
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
」（「
21
世
紀

の
不
平
等
」
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
Ｂ
・
ア

ト
キ
ン
ソ
ン　

東
洋
経
済
新
報
社
）

　

21
世
紀
の
社
会
的
分
断
は
貧
富
の

差
や
、
出
自
や
宗
教
に
よ
る
差
別
に

よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
下
、
国
境
を
超
え
た
形
で

「
特
権
的
な
５
％
、
リ
ス
ク
意
識
を

高
め
不
安
定
な
75
％
、
社
会
的
に
排

除
さ
れ
た
20
％
」（「
分
断
さ
れ
た
社

会
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
か
」
今
井

貴
子　

世
界
９
月
号
）
と
い
う
よ
う

に
分
断
さ
れ
、
さ
ら
に
「
リ
ス
ク
の

多
様
化
ゆ
え
に
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
内
で
も
連
帯
が
生
ま
れ
な
い
」（
同

前
）
と
い
う
分
断
構
造
に
な
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
包
括
的
な

生
活
保
障
が
不
可
欠
に
な
る
。

　

国
家
を
介
し
て
市
場
経
済
と
民
主

主
義
を
両
立
さ
せ
る
と
い
う
「
戦
後

１
面
か
ら
続
く

合
意
」
を
、
そ
れ
を
可
能
と
し
た
歴

史
的
条
件
―
戦
争
と
革
命
―
な
し
に

改
め
て
履
行
さ
せ
る
う
え
で
、
政
治

の
責
務
は
き
わ
め
て
重
い
。
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□日程のお知らせ□

◆「日本再生」読者会・東京（会費　無料）
　9 月 4 日（日）午前 10 時より　　　　　　　 
　　　　　　「がんばろう、日本！」国民協議会事務所（市ヶ谷）
◆越谷「日本再生」読者会（会費　200 円）
　9 月12 日（月）午後 7 時より　　　  中央市民会館・会議室
◆船橋「日本再生」読者会（会費　300 円）
　9 月15 日（木）午後７時より　　　　船橋北口みらい図書館
◆京都・青年学生読者会（会費　無料）
　9 月 8 日（木）午後 7 時より　　　　 同志社大学寒梅館
◆大阪「日本再生」読者会（会費　500 円）
　9 月16 日（金）午後 6 時より　　 　ドーンセンター
◆北九州「日本再生」読者会（会費　500 円）
　調整中

＊＊＊　以下は事前のお申し込みが必要です　＊＊＊

◆第 27 回　戸田代表を囲む会 in 京都
　「安倍政権の今後と、民進党のめざすもの
　　　　　　―立憲民主主義のフォロワーシップの視点から」 
　9 月 21日（水）午後 6 時 30 分より 9 時まで
　コープイン京都　２０２会議室
　参加費　1000 円（学生 500 円）
　ゲストスピーカー　福山哲郎・参議院議員　
　　　　　　　　　  泉健太・衆議院議員　隠塚功・京都市会議員

■問い合わせ　03-5215-1330

満
た
し
て
く
れ
る
安
心
か
ら
、
税
金

へ
の
抵
抗
が
弱
ま
る
。
こ
う
い
う

経
路
が
あ
り
ま
す
」（
世
界
９
月
号　

対
談　

前
原
誠
司
・
井
手
英
策
）

　
「
井
手　

日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で

『
分
配
か
、
成
長
か
』
と
い
う
議
論

に
な
り
が
ち
で
し
た
が
、
今
回
の
参

院
選
で
は
、
む
し
ろ
『
分
配
と
成
長

の
関
係
』
が
論
点
に
な
っ
た
。
～
そ

の
課
題
設
定
か
ら
の
変
化
じ
た
い
は

評
価
し
た
い
の
で
す
が
、
結
局
は
成

長
論
議
の
枠
に
と
ど
ま
り
、
そ
こ
で

議
論
は
止
ま
っ
た
ま
ま
で
し
た
。
な

ぜ
野
党
は
思
い
切
っ
た
生
活
保
障
策

を
打
ち
出
せ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

前
原　

そ
れ
は
、
民
進
党
が
も
っ
と

も
反
省
す
べ
き
点
で
す
。～
方
向
性
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
正
し
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
た
だ
～
（
そ
れ
ぞ
れ

の
政
策
は
）
非
常
に
重
要
で
す
が
、

政
策
全
体
の
大
き
な
柱
、
理
念
自
体

は
打
ち
出
せ
な
か
っ
た
。
～
中
略
～

　

振
り
返
る
と
二
〇
〇
九
年
政
権
交

代
選
挙
の
際
に
は
～
目
玉
の
政
策
が

あ
り
ま
し
た
。し
か
し
こ
の
と
き
も
、

強
力
な
商
品
を
並
べ
て
い
な
が
ら
、

目
指
す
べ
き
社
会
像
を
ふ
ま
え
た
、

奥
行
き
の
あ
る
政
策
に
は
な
っ
て
い

な
か
っ
た
。
～
き
わ
め
て
生
煮
え
の

政
策
で
し
た
。

　

も
う
、
こ
う
し
た
失
敗
を
繰
り
返

す
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
あ
ら
た

め
て
訴
え
て
い
く
べ
き
は
、
財
源
論

か
ら
目
を
背
け
な
い
生
活
保
障
シ
ス

テ
ム
の
再
構
築
で
す
。
消
費
税
引
き

上
げ
分
の
残
る
二
％
も
、
も
っ
と
納

税
者
の
受
益
を
増
や
す
方
向
で
使
途

を
考
え
直
し
た
い
。
今
回
、
野
党
は

富
裕
者
増
税
、
企
業
増
税
し
か
打
ち

出
せ
な
か
っ
た
。
所
得
税
、相
続
税
、

ま
た
配
偶
者
控
除
、
特
別
控
除
な
ど

も
あ
わ
せ
て
再
検
討
し
な
が
ら
、『
将

来
不
安
の
払
拭
』『
閉
塞
か
ら
の
反

転
』
と
い
う
大
き
な
柱
を
掲
げ
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

～
中
略
～
民
主
党
政
権
は
子
ど
も

手
当
の
額
、
ま
た
そ
の
期
間
を
～
拡

大
し
た
。
高
校
授
業
料
の
無
償
化
も

実
現
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ま
だ

完
成
で
は
な
い
の
で
す
。
〇
歳
か
ら

五
歳
ま
で
の
就
学
前
教
育
を
無
償
化

し
、
高
等
教
育
も
無
償
化
に
近
づ
け

る
～
こ
れ
ら
ふ
た
つ
を
実
現
す
る
に

は
、
消
費
税
一
％
で
よ
い
の
で
す
。

こ
の
一
％
で
、す
べ
て
の
子
ど
も
に
、

チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る
。
演
説
会

で
、『
消
費
税
の
一
％
を
子
ど
も
の

未
来
に
使
う
こ
と
に
反
対
で
す
か
』

と
尋
ね
る
と
、
異
を
唱
え
る
人
は
ほ

と
ん
ど
い
ま
せ
ん
」（
同
前
）

　
「
井
手　

成
長
に
頼
る
の
か
。
あ

る
い
は
規
制
緩
和
と
財
政
再
建
を
進

め
る
の
か
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
成

長
に
依
存
し
な
く
て
も
人
間
の
生
活

が
保
障
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
財
源
論

か
ら
も
逃
げ
な
い
～
脱
『
成
長
』
と

も
異
な
る
脱
『
成
長
依
存
』。
新
た

な
選
択
肢
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
お
聞
き
し

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
～
野
党
共

闘
の
枠
組
み
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な

社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
そ
も
そ
も
受
け

入
れ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
野

党
の
公
約
で
は
富
裕
層
・
大
企
業
を

狙
い
撃
ち
に
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
財
源
は
足
り
な
い
。）」（
同
前
）

　

こ
の
ま
ま
で
も
明
日
は
来
る
が
、

そ
の
先
に
未
来
は
な
い
―
こ
の
不
安

や
不
満
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
た
め

に
は
、
人
々
の
生
活
の
必
要
―
受
益

を
徹
底
的
に
議
論
す
る
と
と
も
に
、

財
源
論
か
ら
逃
げ
な
い
と
い
う
姿
勢

が
必
要
だ
。
税
と
社
会
保
障
の
一
体

改
革
が
や
ろ
う
と
し
た
の
は
、
そ
う

い
う
転
換
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　
「
次
世
代
を
意
識
し
て
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
へ
の
対
立
軸
を
打
ち
立
て
よ
う

と
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
地
道
な
結
論

に
た
ど
り
つ
く
は
ず
だ
。
自
民
、
公

明
、
旧
民
主
に
よ
る
『
税
と
社
会
保

障
の
一
体
改
革
』
の
３
党
合
意
は
、

少
な
く
と
も
未
来
を
見
据
え
て
い

た
。
民
進
党
は
原
点
に
立
ち
返
り
、

野
心
的
な
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対
抗
す

る
の
で
な
く
、
増
税
も
視
野
に
入
れ

た
財
政
再
建
と
、
家
計
に
安
心
感
を

も
た
ら
す
社
会
保
障
の
充
実
を
両
立

で
き
る
将
来
像
を
描
い
て
ほ
し
い
」

（
前
出　
「
記
者
の
目
」）

　

民
進
党
を
は
じ
め
と
す
る
野
党
、

そ
し
て
野
党
共
闘
に
問
わ
れ
て
い
る

の
は
こ
こ
だ
ろ
う
。
安
全
保
障
な
ら

「
情
勢
論
」
で
「
と
り
あ
え
ず
」
合

意
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
旧
社
民
党

が
そ
う
し
た
よ
う
に
）。
し
か
し
財

源
論
は
、
ど
う
い
う
社
会
を
め
ざ
す

の
か
と
い
う
社
会
の
あ
り
方
と
と
も

に
、
民
主
主
義
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る

本
質
的
な
ハ
ー
ド
ル
だ
。
こ
こ
を
あ

い
ま
い
に
し
た
「
よ
い
再
分
配
」
論

は
、「
こ
の
ま
ま
で
も
明
日
は
来
る

け
れ
ど
、
そ
の
先
に
未
来
は
な
い
」

と
い
う
〝
生
活
者
〟
に
は
、
す
で
に

見
透
か
さ
れ
て
い
る
。
増
税
反
対
だ

け
で
は
、「
経
済
成
長
依
存
」
と
い

う
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
同
じ
土
俵
だ
。

そ
れ
な
ら
、
50
％
の
投
票
率
で
安
倍

政
権
が
勝
つ
に
決
ま
っ
て
い
る
。

　
「
成
長
に
依
存
し
な
く
て
も
人
間

の
生
活
が
保
障
さ
れ
、
そ
の
た
め

の
財
源
論
か
ら
も
逃
げ
な
い
」（
井

手　

前
出
）
と
い
う
議
論
―
ガ
チ
ン

コ
の
議
論
―
を
、
国
民
の
前
で
ど
こ

ま
で
で
き
る
か
。
一
度
失
わ
れ
た
信

頼
関
係
を
立
憲
民
主
主
義
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
シ
ッ
プ
の
転
換
と
い
う
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
で
、
も
う
一
度
紡
ぎ
直
す

こ
と
が
で
き
る
か
。

　

こ
の
ま
ま
で
も
明
日
は
来
る
け
れ

ど
、
そ
の
先
に
未
来
は
な
い
と
い
う

「
未
来
の
記
憶
」
か
ら
、
そ
の
未
来

に
向
か
っ
て
自
ら
「
か
く
あ
ろ
う
と

す
る
」、
そ
う
い
う
生
活
者
を
主
権

者
と
し
て
登
場
さ
せ
る
た
め
の
舞
台

の
幕
が
上
が
り
つ
つ
あ
る
。

だ
。
～
有
権
者
に
は
成
長
と
分
配
の

『
ど
ち
ら
が
先
か
』
の
議
論
に
し
か

映
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」（
毎

日7/28

「
記
者
の
目
」
小
山
由
宇
）。

「
私
は
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
は『
次

世
代
へ
の
責
任
』
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
有
権
者
が
求
め
る
の
は
経
済

成
長
の
方
策
よ
り
も
、
人
口
減
少
社

会
の
中
で
、
持
続
可
能
な
財
政
や
社

会
保
障
を
ど
う
構
築
す
る
か
と
い
う

重
い
テ
ー
マ
だ
と
思
う
か
ら
だ
」（
同

前
）。

　

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
対
象
を

選
別
し
て
「
救
済
す
る
」
選
別
主
義

か
ら
、
中
間
層
全
体
を
底
上
げ
す
る

普
遍
主
義
へ
と
い
う
空
間
軸
の
転

換
、
そ
し
て
「
時
間
か
せ
ぎ
」
の
政

治
か
ら
「
未
来
へ
の
責
任
」
と
い
う

時
間
軸
の
転
換
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
も
各
国
レ
ベ
ル
で

も
、
こ
の
転
換
を
め
ぐ
る
試
行
錯
誤

の
政
治
的
経
験
は
か
な
り
集
積
さ
れ

て
い
る
。
で
は
私
た
ち
は
、
こ
の
観

点
か
ら
政
権
交
代
の
経
験
を
ど
う
語

る
の
か
。

　
「
前
原　
（
井
手
・
慶
應
大
学
教
授

の
著
書
を
読
ん
で
）
自
分
は
大
き
な

間
違
い
を
し
て
い
た
と
気
付
か
さ
れ

た
。
そ
れ
は
、『
歳
出
削
減
イ
コ
ー

ル
改
革
』
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
本
当
に
必
要
な
と
こ
ろ
ま

で
削
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
井
手
さ
ん

の
ご
指
摘
の
ど
お
り
、
社
会
の
分
断

を
い
っ
そ
う
深
め
て
し
ま
う
。

井
手　

ま
こ
と
し
や
か
に
語
ら
れ
る

『
支
出
の
削
減
イ
コ
ー
ル
財
政
再
建
』

は
本
当
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

実
は
、低
所
得
者
へ
の
い
わ
ゆ
る『
弱

者
救
済
』
で
は
な
く
て
、
中
間
層
も

含
め
て
広
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

て
い
る
国
の
ほ
う
が
、
統
計
的
に
見

て
税
収
が
大
き
い
。
政
治
的
多
数
が

受
益
者
と
な
っ
て
、
自
分
の
必
要
を

「
時
間
か
せ
ぎ
の
政
治
」
に
対
抗
す
る

「
未
来
へ
の
責
任
」
を
ど
う
語
る
か

　

参
議
院
選
挙
前
の
世
論
調
査
で

は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
「
見
直
す
べ

き
」
が
61
％
と
、「
さ
ら
に
進
め
る

べ
き
だ
」
の
23
％
を
上
回
っ
た
。
消

費
増
税
の
再
延
期
に
つ
い
て
も
、「
社

会
保
障
の
充
実
が
難
し
く
な
っ
た
と

思
う
」
と
の
懸
念
が
53
％
に
上
っ
た

（
毎
日6/22

）。
そ
れ
で
も
な
お
、「
期

待
値
を
操
作
し
て
恣
意
的
に『
終
り
』

を
見
せ
ず
に
、『
破
局
』
は
な
い
と

証
明
し
よ
う
と
す
る
」
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
手
法
が
、
選
挙
で
一
定
の
効
果

を
あ
げ
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
「『
若
者
は
保
守
寄
り
で
、
自
民
党

支
持
が
多
い
』
と
ニ
ュ
ー
ス
が
言
っ

て
い
た
。
た
し
か
に
そ
う
だ
ろ
う
と

感
じ
る
。
だ
っ
て
い
ま
の
生
活
を
格

別
変
え
て
ほ
し
い
、
変
え
た
い
と

思
っ
て
い
る
若
者
は
そ
ん
な
に
い
な

い
は
ず
だ
。
変
わ
ら
な
く
て
も
明
日

は
く
る
の
だ
か
ら
。

　

し
か
し
、
そ
の
明
日
が
来
続
け
た

先
に
あ
る
の
は
、
高
齢
化
社
会
だ
、

年
金
だ
、
リ
ス
ト
ラ
だ
、
社
会
保
障

だ
…
…
明
日
は
来
る
け
れ
ど
、
そ
の

先
に
は
な
に
も
な
い
。

　

ど
の
党
の
公
約
を
見
て
も
、
こ
の

不
安
や
不
満
は
解
消
さ
れ
な
い
。
解

決
策
が
示
さ
れ
て
な
い
わ
け
じ
ゃ
な

い
の
に
、
し
っ
く
り
こ
な
い
。
物
足

り
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

き
っ
と
、
未
来
な
の
だ
と
思
う
」

（Yamato 19

歳　

ポ
リ
タ
ス

http://politas.jp/features/10/
article/517

よ
り
）

　

時
間
か
せ
ぎ
の
政
治
に
対
し
て
、

未
来
へ
の
責
任
を
い
か
に
語
る
の

か
。
そ
の
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
「
選
挙
戦
で
気
に
な
っ
た
の
は
、

自
民
党
が『
成
長
と
分
配
の
好
循
環
』

を
掲
げ
た
の
に
対
し
、民
進
党
も『
分

配
と
成
長
の
両
立
』
を
打
ち
出
し
、

経
済
成
長
が
共
通
点
に
な
っ
た
こ
と

ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ラ
ド
ク
ス
』で
、『
グ

ロ
ー
バ
ル
化
―
国
家
主
権
―
民
主
主

義
』
は
ト
リ
レ
ン
マ
状
態
に
あ
る
と

論
じ
た
。

　

国
家
主
権
と
民
主
主
義
の
連
結
に

よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
背
を
向

け
る
こ
と
は
で
き
る
。
ま
た
国
家
主

権
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
結
び
つ
き
、

民
主
主
義
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
も
可

能
だ
。
あ
る
い
は
国
家
主
権
を
犠
牲

に
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
民
主
主

義
を
選
び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
バ
ナ
ン

ス
（
統
治
）
と
世
界
民
主
主
義
の
組

み
合
わ
せ
を
構
想
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
け
れ
ど
も
、
３
つ
を
同
時
に

成
立
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
。

　

こ
れ
は
現
代
の
先
進
国
リ
ス
ク
を

暗
示
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
民

主
主
義
的
で
あ
る
先
進
国
の
悩
み
を

言
い
当
て
て
い
る
。
つ
ま
り
中
国
の

よ
う
な
一
党
独
裁
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
よ
う
な
権
威
主
義
国
は
、
主
権

と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
組
み
合
わ
せ
で

前
進
で
き
る
の
に
対
し
、
先
進
国
は

自
国
の
民
主
主
義
に
敏
感
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
分
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

一
層
深
化
す
る
と
、
ト
リ
レ
ン
マ
に

陥
る
。

　

規
制
緩
和
と
自
由
化
を
軸
と
す
る

単
純
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
主
義
者
は
、

統
治
権
力
＝
国
家
主
権
と
結
び
、
こ

の
民
主
主
義
的
側
面
、
な
ら
び
に
そ

れ
を
行
使
す
る
中
間
層
以
下
の
人
び

と
を
、
え
て
し
て
『
非
合
理
』
と
軽

視
し
て
き
た
。
Ｅ
Ｕ
も
ま
た
、
複
数

の
統
治
権
力
＝
国
家
主
権
を
束
ね
る

と
こ
ろ
ま
で
は
よ
か
っ
た
が
、
民
衆

と
民
主
主
義
を
軽
ん
じ
た
。
今
起
き

て
い
る
の
は
、
や
せ
細
る
中
間
層
以

下
か
ら
の
し
っ
ぺ
返
し
で
あ
る
」（
遠

藤
乾　

日
経7/28

「
経
済
教
室
」）

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
―
国
家
主
権
―

民
主
主
義
」
の
ト
リ
レ
ン
マ
を
解
消

す
る
〝
魔
法
の
杖
〟
は
な
い
。
だ
が

ト
リ
レ
ン
マ
を
深
刻
化
さ
せ
な
い
こ

と
は
で
き
る
。
鍵
を
握
る
の
は
社
会

的
な
分
断
状
況
の
克
服
で
あ
る
。
そ

の
際
に
必
要
と
な
る
の
は
、
幅
広
い

生
活
保
障
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
下
で
は
社
会

保
障
制
度
は
ま
か
な
え
な
い
、
と
い

う
の
は
本
当
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
想
起
す
べ
き
は
、「
戦
後

合
意
」
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
制
度

は
19
世
紀
末
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
起
源
を
持
つ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

「
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
時
代
に
こ
そ
現
代
の
社
会
保
障

制
度
の
起
源
が
あ
る
と
い
う
点
は
強

調
し
て
お
く
べ
き
だ
。
～
中
略
～
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
強
調
す
る
の
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
社
会
保
障
制
度
プ

ロ
グ
ラ
ム
導
入
が
経
済
目
標
の
実
現

と
競
合
す
る
も
の
と
は
見
な
さ
れ

ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
補
う
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
」（「
21
世
紀

の
不
平
等
」
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
Ｂ
・
ア

ト
キ
ン
ソ
ン　

東
洋
経
済
新
報
社
）

　

21
世
紀
の
社
会
的
分
断
は
貧
富
の

差
や
、
出
自
や
宗
教
に
よ
る
差
別
に

よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
下
、
国
境
を
超
え
た
形
で

「
特
権
的
な
５
％
、
リ
ス
ク
意
識
を

高
め
不
安
定
な
75
％
、
社
会
的
に
排

除
さ
れ
た
20
％
」（「
分
断
さ
れ
た
社

会
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
か
」
今
井

貴
子　

世
界
９
月
号
）
と
い
う
よ
う

に
分
断
さ
れ
、
さ
ら
に
「
リ
ス
ク
の

多
様
化
ゆ
え
に
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
内
で
も
連
帯
が
生
ま
れ
な
い
」（
同

前
）
と
い
う
分
断
構
造
に
な
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
包
括
的
な

生
活
保
障
が
不
可
欠
に
な
る
。

　

国
家
を
介
し
て
市
場
経
済
と
民
主

主
義
を
両
立
さ
せ
る
と
い
う
「
戦
後

１
面
か
ら
続
く

合
意
」
を
、
そ
れ
を
可
能
と
し
た
歴

史
的
条
件
―
戦
争
と
革
命
―
な
し
に

改
め
て
履
行
さ
せ
る
う
え
で
、
政
治

の
責
務
は
き
わ
め
て
重
い
。


